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開明 fJミ き

山梨腕{則富士山麓地帯の・造林木としてカラマツは非常に重要なものに考へられ℃居る。備とのカラマツ趨林地が過去に於て如何なる施業

取扱がなされたかを見常し、今後の施業民主すし参考に資せんとして調査を息び立。たのであるが、一面立木調査陀於ての標準地選定にクい

て職員Iこはヲきりした基礎を得させる事をも目的としたのである。

短時日の調査に充分な精密度をもたせられなか0]と黙及調査班により経験の相違があてコアと矯結果民少し疑問の様な数字も出て来たが全部

の結果を綜令して大体現欣をοかんだ、と考へて居る。本結果が岳麓今後の造林の参考となり又庚くカラマツ施業の参考にたれば幸ひと忠ふ。

本結果に封して先輩諸兄の御教;示を給はる事が出来れば望外の喜びと存じ、本調査に協力してくれた嘗試験場小野技官、吉岡林務署加賀

美技官、山本、林、河澄、小林、渡選勝美、 j度蓬長義、望月、渡遺照明等の諸君並に鳴津保護組合役場係員の諸氏に篤く感謝の意を表する

ものである。

昭和 23年 3月

岳麓吉田はて

山梨腕林業試験場・長 波 遁 武 夫
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論

富士山の人工林カラマツについて;前十る前に天然性カラマツについて暗法して見る事にする。東京営林局の調査によれば天然カラマツの分布は

;キ:'H[:~t 部に限られ、約6， 000 h3.と考へられて居り、共の内4，200haは長野腕下でしめられ、浅の内900haが山梨廊下となって居る。共他は群馬牒

200 h3.静岡将 300h3.栃木腕 100ha程度で天然性分布から見ても長野燃に主体があるのであるが、集圏的分布Jとして現存して居るものでは山梨鯨

亡L山が本邦随一と云・はれ、カラマツの事を一名ブジマツとも稲される所以もと主にあるものと考へられる。

に於ける天然a性分布を見ると、東山中湖方面から西へ吉田口登山道にかけては標高1，300m以上院ツガ林中に散生的に残存して居る欣態

で長国的分布としては肪浮:登山道71<.小屋附近及天神lf序1，400m標高が下部限界とな0て居る。

上部l時界としては官士山森林限界標高2，500rn迄登って居:.J)富土‘山並[J中道の線が大体森林限界となヲて居るiJ号、 特l亡御庭附近rlこ集匝i的分布が見

られる。共の間に於て精進口登山道三也、白から四合目及三合目から御庭への途中2，000m-2，300皿標高の聞に集圏的分布の美林が感存して居る。

以上述べた天然性カラマツ林について植物群落構成を見ると、上部限界附近は旬旬性に近い形態となり、サウジカンパを混へ一部はカンパに代

らんとして居る。精進口三合間一四合目附近の純林は上唐木としてカラマツかわり、中下j晋にコメツガが生じカラマツ、コメツガ群叢になって居

るσ2，OOO!YI以下Iはるとカラマツ、シラベ群叢になり東京営林局の調査によると一ha営り4仏本、材積118時の林地中、カラマツは本数30%、

村積のを占めて居る。カラマツは胸高直径15cm-35Cl11¥樹高20m-30mで全くシラペの林冠の上に出て居る。四合目登山道附抵のカラマツは

少 L劣るが、 ~ha 設り 220本、材積130rn 中カラマツは本数の 25%、材積の60，%を占め、シラべは本数45% 材積の2'6%、この外コメツガは本数

の:30%材積の14%となり、第一)音のカデマツは1I句高 30-40cn~ 樹高30m 第二!晋シラペは胸高直径 10-30cm樹高12-20m、第三唐コメツガはIJ旬高2
-10cm1effJ高生-lOxnの三暦I乙なって居るつ

以上の如く富士山に於τはカラマヅ、コメツガ群落、

立 Lたカラマツ林の三えに常緑針葉樹が侵入しつ Lあるもので、

マツ林占フ富士山の天然カ第一昔話

カラマツ、 シラペ、 コメツガ若こ下落が主た植生と考へられ、第一三た植生として裸地Y乙侵入成

カラマツは弐第に他の陰性樹に援イ七LQ1あり、唯先)$極的役剖を果して居ると考へ

られる。

には天然'性カラマツが存在して居た事が人工f造林に劃・しても取入れられた大きた原因と考へられたものではないカ斗と忠ふ。九」

ラマヅ人工語林

官士山麓の入、工造林は!りJiti四十四年御料制よから下賜になり恩賜林として山梨j院の経営にうてコされた後J12として計書した浩林計・聾に基き杭放され

士山麓のカ第二節
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たのが始りであるが、嘗時のj隠財政から全音l~を腕直営の造林地とする事が出来なかそコ?と魚、大部分が地元町村との部分林契約により植栽されたの、

である。現在岳麓部分林の面積は4，200ha僚となって居れとの治林木はカラマツが主体を占めアカマツが多少治林されて居るが、全体の二割程

唐に過ぎ宇他にヒノ手、モミ等の浩林地が僅かにある o との様に富士山麓の造林にはカラマツが非常に多く、大正三年頃から造林され現在ではそ

ろそろ主伐朗と考へる頃になったのであるが、との35年間の取扱に土り現在如何なる航態忙なクて居るかを比較的成林欣態の良いと思はれる鳴搾

村外四ケ村の部分林にてコいて調査して見たのである。他の部分林にういて見ると、所医より完生忙不成功地として成林しなか'-:;;1<ζ所もあるがとれ

は技術的失敗と云ふよりむしろ無手入に依るか、又は優良生長木の早期伐採(主とーして盗伐又は火災のくりかへし〉等の矯比不成.功地とお~)1<ζ も

のが多い。との黒I~本調査の苦手象にした部分林は比較的優良な管理が行はれたと認められる。慨して部分林造林事業It1 新航、キrMl在の事業は行 l生れた

が共後の撫育手入の貴行が不充分であてコアと潟、現在甚だ不充分な林相とたてコて居ると云へる。

向、育苗の掛から見るとカラマq，'/，の苗聞は長野腕下が盛んで、富士山地方は種子の生産地であ P、首闘として見るべきものは従来から殆んεなか。

夫。従9て現在成林して居るカラマツは苗として殆んど信州方面から買入たものである o 5rrt~・ 71\ ff~の少い岳麓地方ぞ播種誌の養生に成功し、腕骨

苗闘で苗木を生育されて来たが未だ共の量は住少なものである。

第三筋立地 保 件

的r!事タト四ケ村部分林は富士山北面の絞斜地で、東方は船津丸尾、西方は大同意n一天神i峠の線医境され標高1，200m-1，4:00m ()聞に渡οて出る。

面積約1，300haの地域で一部熔岩の裸出した地域もあるが80，%は火山砂の地帯で表土は-10Cm程度が多いが、火山燥が多いケ所もある心地形は傾

斜"50-15ご)の丘陵性で‘二i二質として透水性が大きく乾燥の害をうける場合が多い。腐殖質の4胃は lCI1l内外で酸fヨ:が強い様に見交けられる。常風は存

一瓦は東南の風で秋一各は西北の風である。気節風の縫る春秋の期には風が強く、暴風の扶態になる場合があるの降水量はUjUUm.m程度で8月-10

月の降水量:が年間の50，%をしめて居る。 総じて本地区も他の丘麓全般と、同様富士山噴出物たる熔岩上に雨水融雪7，1¥17:よヲて流下された堆積土砂の

かぶさてコた庭で、営森林のILI来る以前は嘗地方の部落民は毎年融雪期1L雪シロの水害で・背しまされた由であるが、営森林が成林し℃からはとの害

も全く見られなくなQ'tcζo

第 四節施業概況

本部分林は大E三年から値栽されたので全域は 2林班、 41;J、班に分れ共の1ftに後に設定した間伐試験地及下木植栽試験地が 2ノj曜あ仏他は普

通の施業による部分林となヲて居る。

新植にクいて表示すれば共の如くである。
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航栽は出l抜標高の低い部分から11闘に高い部分へ進め、大正三年244・018ha大正四年451.802ha大正五年227.36ah大正六年 172.25haの造林が行は

れた樹種む関係を見ると、大正三年の植栽はアカマツ大正四年め;f匝t~&はカラマツを主として一部民ア元マツを混じ、大正五年院はカラマツ、大五

六年もカラマツの植栽となクて居る。標高1:300m以下を赤松とい以上をカラマツの治林地と L:rとのである。営時該林地には天然f生木が存在して

居た矯 1ha嘗りの横付本数はアカマツカラマツとも1，5:39本とたてコて居る。然るに大IE10，11年に20林にほへとちり小班地帯比野良被害が欝生しア

カマツが殆んど全滅した震大正十二年以降大正十四年迄の聞にが-]100haをカラマツに改植した。との時議生した野良は丘鐙を東方から西へ方群を

なして移動した様で、特にアカマツ広大被害を興ヘカラマツば被害が少なかοた篤アカマツC補粧をやめカラマツの法林地に鑓更したもので・3うるe

又23林J:VEぬ小班はカラマツが雑木に被歴され成林の見込がたたない矯昭和六、七年にモミヒノキ、タウヒ陀改1ltIした。手入間伐は昭和四年から

施行され昭和四年20林JsIいろはに小売[1:でカラマツ18，200本アカマツ5，000本、 20林班ぬを小班でアカマツ 14，080本の間伐をなし昭和五年20林峡わか

小班カラマツ24，7344三昭和七年23林班むら;J、班9，800本23林班そりねの及20林班売上23林班わかたれjの直域でカラマツ54，120本を間伐し昭和八年に

はお林班ラ20林班それ小班でカラマツ25，，428?ド昭和十二年に20林班か小班でカラマツ27，601本を間伐し昭和十三年比は23林司!圧にほ小別及20林班

わか小rOl:でカラマ汐16，658本の間伐を行。℃出る。間伐本数歩合は 15-Yo程度に見られるが、:賀際には優勢木間伐が多く行はれた様VI:見受けられ

る。 昭和十六年以降戦争fと

る。

以上該林地の現在迄の取扱経過を記し調査の:路i蒲知識に供する。



_4-~ 

論

第一節調査方針

本査の宣施仁畠~0で先づ2{~ーに主主準地の:選定を考へたのであるが、 11な越したねiに本地恒がー湾人工治林地である魚間伐施行(rf-3えの相遣による

生長松態の援イ七を主として調査地1~-~~を選定した。調査地区は五ケ所と L一地匝毎に帯jj)守票準地法及匝書j標準地法の二法方2と用仏J 同一林分 Jこ劃し

ての材積算定~cIE確を期すると共に J 材柏調査に茎l' して棋準地選定の紋習を兼ねた。又樹高測定は目測法〆測高器使用法t己主り最初に標準樹首jと

思はれる草木を測定しそのJ~tl木を買浪iJして白呉差を求めると共に d 材積調査の樹高測定の正確を矧し又調査員の参考に資ぜしめた。向帯欣標準地は

巾10副長250mとしJ恒劃桜準地は大体-jiき50mのJ)・7rbとL下n者の面積をほぼ一定Jこした。以上の準備方針で調査を貴方面し調査員の今後の立木調査

の参考にする事も一つの目的としたのである。 、

面積測定は米細及ポケットコンパスを使用し胸高直佳測定は輪尺により lclll括約により標準地内を毎木調査し J 風損枯損等の障害木は別個に調

査を行。た。帯欣標準地の方向は地形~c依り泊宜方向を定めた。

10'J幹訴鮮に月jひた資料は J 毎木調査の結果算出した平均胸高直径及平均樹高を基礎とした{良想標準木を各部j査班直域毎に}本づふ伐採し地

上30Clll_， '1・8mJ3ふIIと以下2m匁に|亘11涯をとてコアζ己各[fll放は京西南北四方向の年輪巾を uUl定し算術平均により平均牛径を算出しJ平均宇径のニイif
tγーす

を以て平均直径とした。成長室cl.iJA(!l1は五年毎とし成長率は p=¥'τγ
穆

n
ーをJ:H(ムた。

?~d乙該科;分の優勢木及劣勢木の代表!'I~なものを一本づ、ミ 伐採L，同様の方法で成長量を測定して見た。向以上の三種常伐採木の周没林木配置関

係及的冠投影の欣態をもiW]定ずる事・忙したが三の黙は刊査良の誤りから全部は完全な費料にする三とがIf¥来たかづた。

第二節調'査結果

(1) 材積調査 結果

本調査の材積本数について結果を示せば下の表の如くである q

林 標準地器準地 平 均 立木本数標準地 ha 宮~ ha首りもa首 り ha官 り

面積~ー\、材開 村竜 平均材宅
樹高直径/健全木、 333  

JtA :WE 形 欣 h[l. m cm ¥ノミ/ 山本 数 III :qs均本数 1n

2.3 (/) 
匝爵 0.250 14・3245 m 仏 6670 632195.680 

64120214 
帯;快 0.10) 14.“

2.:$.6 65 20.8GO 650 208.600 

備 考
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20 ょた
i長

高見是
0.250 13.0 10.0 134 23.534 0 530 94.130 .542 108.35 t官 0.254 12.0 17.0・ 137 30.64 518 122.ち60

20 わ
匝

嵩;伏
0.250 13.5 18.0 170 33.403 6S0 13~.612 C6G 12fj.ZO' 

帯 0.290 14.0 18.0 192 34.987 652 118.963 

23 帯高 嵩 0.250 11..0 15.0 92 15.832 3G8 55.204 528 66.11 イフ
;民 0.230 11.0 lG.O 172 19.928 。88 77.020 

23 わ
匝

紙薗
0.250 114 17，3 156 30り.222 tl24 120.888 080 139.37 

ずTMITU 0.270 11.15 17.6 199 42.063 730 157.853 

枯損木を含めて調査して見ると下の去の如くになクて居'る。

枯損木調査表

手本 小 標準地保準地標準地内 標準地内 枯損木標準地内 標準地内 枯 損

商
/一一~，ー←~ 全材積。

積 備 芳~
積 ¥ 健全木積 3 枯材 損木 3 材

;fllE 班 形 股 ha 金本数健全木枯損木本数% III 材 rn 積回 %/ 

23 I高;
語紙

0.2月O 164 158 。 3.7 50.225 4月.670 1.555 3.1 
qコ

帯 0.100 70 65 5 7.1 21.ぞ83 20ε800 1.023 4.7 

20 工た
国

朕畜
0.250 154 ユ38 1G 10..1 23.5:14 22626 0.908 3.9 

帯 0.251 145 137 8 5.5 30.G40 29.395 1.244 4.1 

20 わ 帯麗 W 股置 0.2'50 170 33，41J3 
0.2¥)0 1IJ2 34.987 

23 国
I脈苦 0.250 122 92 30 24.6 15.832 13.801 2.031 12.8 

竺コ
帯 O.2oO 183 172 11 u.O 19.928 19.256 0.672 3.5 

23 わ 帯匿 青扶
0.250 16ヨ 15G 。 5.5 31.333 30.222 ユ.111 <:.5 
0.270 220 19D 21 9.5 44.5ち4 42.G03 1.891 4.2 

との枯損木の%を本数民ヲいて検討すると大体として標高の高い所程少く〆 1，300旧程皮以下の所が多くたぐコて居る。印ち 23林演の'.1<f旺は十

1，400mで 1ha首 t35本20林班土光、小Jsfは1，300111で50本 23林JsfクノトJIJIは1，200mで70事 28林班わ小班は1，200mで60本程度の枯拐、本散とtr.T_との

枯損傷害の殆んど全部はカイメン茸による生木心材音l~の肉朽によるものと芳へられる。 1M立木 iち にもとの被害が相常にある様に者へられ J 試験木

として伐採したもの)， 11-130.%は根元から80cm--70cm迄の間む心材開朽が見られた。

( 2) 試 験 オミ
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恒:

信二析併を行ふ得調査地問匹、毎:に優勢木仮想日!準木劣勢木を各一本宛伐採して見た但し優勢木劣勢木は首II.制中分に於て優勢木又は劣勢木と忠は

れるものを一本宛選出したのであり仮想{~;I~準木は旬;木調査の結果から平均的[nj胸rr:J直径を算tH しそれに近いものを選定したので・ある。との結果は

下の如くであるが全体と Lては樹高成長が少く胸高直径は比較的大きい事が);i!られるョ

林 優 勢 木 春夏 f芋 木 劣 勢 木

一 一_ ' ー } 一一----- 備考
樹高経Jl師向直村積 3 年伐採目 樹寓胸高直材積 3 伐年採日 出ら"樹l~j 経胸高直材積、3 年伐採

湖j WI 樹齢 111 ií'~ CHl 111 月 樹齢 m 笹 cm Ul 月 樹 lU 1"2. Cln 111 月白

23 qョ 33 16.4 27.S 0.f921 22.8.12 32 15.1 23. t 0.3152 22.8.12 32 10.G 13.7 0.OE60 22.8.12 

20 J::;tと :H 16.2 25.0 0.3~45 32.8.12 3:; 12.2 13.3 0.08'30 22.8.10 26 8.0 10.7 0.0380 22.8.12 

20 わ 35 18.1 30.8 0.6215 22.8. 9 36 13.4 19.4 0.1915 22.8. 9 35 12.5 12.1 0.0704 22.8. D 

2:~ "'? 34 13.9 22.4 0.3920 22.8.12 34 12.6 11.n O.lD96 22.8.12 30 10.9 10.8 0.06G3 22.8.12 

23. わ 34 10.9 23・(i 0.3448 22.8.12 27 11.2 17.4 0.1137 22.8.12 29 8.07 11.8 0.0520 22.8.12 

標準本国板調査表(樹撞カラマア)

23林君Lfわ小別; 樹高11，211 伐材年月円九昭和党年 8月四日

右足 第 O蹴 地上 0.3M. J苧輸数 21 

齢[1皆
苧僅 (27) 27 2G 25 > 24 23 22 21 20 19 18 17 1s 
番披

15 14 13 12 11 10 9 8 7 。5 4 

N 12.8 12.1 11.8 11.2 10.0 10.0 9.3 8.6 7.7 s.7 6.1 5.7 5.4 4.7 4.2 3.0 3.0 .2.8 2.5 2.0 1.7 1.3 .0.8 0.6 0.4 

E 8.2 7.2 7.0 6.8 6.4 6.0 5.6 5.1 4.'1 4.2 3.7 3.J 3.4 3.2 !Uf 2.6 2.3 2.2 2.1 1.9 1.7 1.3 0.9 0.0 0.3 

ら 6.0 5.4 5.2 5.0 4.7 4.5 4.2 3.9 3.5 3.0 2.7 '2.G 2.5 、2.3 2.2 ". 1.9 1.8 1.7 l.G. 1.4. ].2 0.9 0.6' 0.5 0.3 . 
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yy 11.3 10.8 10.4 10β 虫5 8.D 8.4 7.8 6.v 6.0 5.4 5.0 4.7 4.2 3.7 3.2 2.6 2.3 2.0 1.7 1.5 1.2 0.8 0.6 0.3 

i口k 貢十 ;)8.8 35.5 01.4 33.0 31.2 2iJ.4 27.5 .25.4 22.8 19.9 18.2 16.8 16.0 15.4 13.0 11.3 9.7 9.0 8.話 7.0 6.1 4.7 3.1 2.3 1.3 

平均qc:極 、0.6 8.0 8.6 8.3 7.8 7.4 G.O (j.4 5.7 5.0 4.6 4.2 4.0 3.9 3.3 2.8 2.4 2.3 2.1 1.8 1.5 1.2 0.8 0.6 0.3 

直 控 10.217.8 17.2 16β15.6 14.8 13.8 12.8 11.4 10.0 9.2 8A 8.0 7.8 6.G 5.G 4.8 /f.s 4.2 3.G 3.0. 2.4 1.6 1.2 0.6 

闘 阪 第 l披 地 上 1.3 lVL 年輪数 21 

齢階

番や腕腿 '，27=1 ~'ï ::6 25 21 23 22 21 20 19 18 17 16 15 1生 13 12 1] 10 9 8 7 喝

N 9.6 8.2 7.7 7.5 7.1 6.7 1).3 5.7 5.3 生7 4.2 3.8 3.6 3.1 2.7 2.4 2.0 1.9 l.G 1.2 0.9 0.5 

ずムおJ 7.7 7.2 G.9 6.6 6.3 G，O 5.7 5.4 4.9' 4.4 4.2 4.0 3.8 3.5 3.2 2.6 2.3 2.0 1.8 1.3 1.0 0.6 

S 0.7 5.7 5.4 5.2 4.8 4.5 4.1 3.7 3.3 2.9 2.5 2.4 2.3 1.9 1.8 1.4 1.3 1.2 1.0 0.9 0.7 0.4 

，i{r 10.3 9.8 9.4 8.8 8.3 7.8 7.3 G.7 5.9' 5.1 4.5 4.0 3.7 3.1 2.6 2.1 1;7 1.6 1.4 1.2 1.1 0.7 

A ιa 計 34.3 30.D 29.4 28.1 26.5 25.0 23.4 21.5 19.4 17.1 15.4 14.2 13.4 11.6 10.3 8.5 7.3 6.7 5.8 4.7 3.7 2.2 

卒均宇樫 8.0 7.7 7.4 7.0 6，G 6.3 5，9 5.4 4.9 4.3 3.9 3.6 3.4 2.9 2.8 2.1 1.8 1.7 1.5 1.2 0.9 0.6 

D空 強 17.2 15.4 14.8 14.0 13，2 12.G 11.8 10.8 9.8 8.6 7.8 7.2 6.8 5.8 5.6 4.2 3.6 3.4 3.0 2.4 1.8 1.2 

!日! キ反 第 2競 地 上 3.3 M. 年輪教 17 

!輪階

半番径銃
〆27) 27 213 25 24 23 22 21 2@ 19 18 17 16 15 14 13- 12 11 

:N 6.8 6.5 6，0 5，8 5.4 5.0 4.G' 'U 3.6 3.2 2.7 2.3. 2.0 1.5 1.1 0.6' 0.4 0.3 

回 6.4 5，4 5.~ 4，7 4.5 4.2 3.lJ 3.4 3.0 2.5 2.1 1.8 1.6 1.3 1.0 0.5 0.4 0.2 

S 7.8 6.4 G.l 5.8 5.4 5，2 4.7 4.2 3.7 3，0 2.4 2.0 1.7 1.2 1.0 0.6 0.4 0.2 

『干q 8.0 7.'1 7.0 6.5 6.0 5.U 5.1 4.4 3.7 3.0 2.4 2.0 1.7 1.3 0.9 0.6 0.4 0.2 

合 計 29.025.7 24.3 22.8 21.3 20.0 18.3 16.1 14.0 12.7 9.6 8.1 7.0 5.3. 4.0 2.3 1.6 0.9 

平均牛程 7.3 G.4 6.1 5.7 5.3 5.0 4.6 4.0 3.5 3.2 2.4 2.0 1.8 1.3 1.0 .0.6 0.4 0.2 

!直 程 14.6 12.8 12.2 11.4 10.6 10.0 9.2 8.0 7.0 G.4 4.8 4.0 8.6 2.G 2.0 1.2 0.8 0.4 



.~ 8--

Uil 艇 第 3 抗 tt包f二 o.3l¥:L 年輪数 12 

帥階

者字F額w宝 (27) 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

N 0.3 5.9 5.4; 4.9 4.2 3.7 3.1 2，5 1.8 1.2 0.9 0.5 0.2 

日 5.4 4.9 4.6 4.3 3.8 3.4 3.0 2.5 2.0 1.4 0.8 0.5 0.2 

S 5.3 4.7 4.4、 4.0 3.7 3.2 2.7 2.3 1.7 1.2 0.7 0.5 0.2 

w 5.6 5.3 4.9 4.5 4.0 3.6 2.9 2.4 1.7 1.2 0.8 0.5 0.2 

A 仁王 計 22.620.8 19.3 17.7 15.7 13.9 11.7 9.7 9.2 5.0 3.2 2.0 0.8 

平均 ι!').樫 5.7 5.2 <1.8 4.4 3.9 3.5 2.9 2.4 1.8 1.3' 0.8 0.5 0.2 

illt. 怨 11.4 lO.4 9.6 8.8 7.8 7.0 5.8 4.8 3.G 2.6 1.6 1.0 OA 

担! 棋 第生説 Jl!U二 7.3l¥L 年輪教 門4 田l 概 $ic 5競 地上.9.8 !¥f. 年輪敷 4， 

齢階 齢階

番<'t程披 (27) 27 2G 25 24 23 22 21 午番銃径
~27) 27 26 25・ 24

N 3.7 3.4 3.0 2.5 2.0 1.4 0.9 0，4 
ヌ 2.0 1.7 1.3 1.0 0.5 

E 2.1 1.8 1.4 1.1 0.5 
E 3.4 3.1 2.8 2.4 2.0 V! 0.9 0.4 

月 2.1 1.9 1.4 1.0 0，.) 
S 3.6 3.4 2.9 2.6 2.0 1.5 0.9 0.4 iY 2.1 1.8 1.4 1，0 0.5 

w 3.8 3.4 2.9 2，5 2.0 1.4 0.9 0.4 合 計 8.3 7，2 ム5 4.1 2.0 

よ口』 計 14.513.3 11.6 10.0 8.0 5.7 3.6 1.包 平均宇僅 2.1 1.8 1 A 1.0 OJi 

平均宇極 3.6 3.3 2.9 2.5 2.0 1.4 0.9 0.4 
lL'f 植 よ2 3.0 2.8 2;0 1.0 

i宣 樫 7.2 6.6 5.8 5.0' 4.0 2.8 1.8 0.8 

20林斑 よ1e!l、班 [lJ 樹高 12.2M. 伐採年月日 昭和 22年 8月

恒l 本反 部 O韓 地上 0.3l¥f. 年輪数 29 

令階 × 心

t番j主砕強; (32) 32 31 30 29 28 27 26 25 24 2~ 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 -11. 10 9 8 7 り々、 5 4: 
~~' 
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N 10.3 9.9 9.8 9.7 9，5 9，3、 9.0 8.7 8，3 8.1、"7.8 7.4 6.9 6.4 &.1 5.8 5.6 5.3 5.0' 4.6 4.2 3.8 3.3 2.7 2.1 1.6 1.1 0.6 '0.3 0.1 7.8 

I~ 8.2 7.6 7.5 7.4 7，3 7.2 7.0 '6.0 6.7 6.6 6.4 6.1 5.8 5.5 5.3 5.1 4.9 4.8 4.6 4.2 '3.8 3.5 3.1 2.7 2.1 1.6 .1.1 0.6 0.3 0.1 6.6 
A __ __9. 

S 7:2 6.3 6.2'"<: 6.2 6.1"" 6.1 6.0 5.8 5.6 5.5 5.3 一一一一一一一一 3.93.5 3.2 2.9 2.6 2.1' 1.7 1.2. 0.8 0.3 0.1 5.4 

4 1高r 8.G 8.1 8.0 7.9 7.4 7.3 7.2 7.1'" 7.1 6.9 6.7 6.4 6.2 5.7 5.6 5.4 5.1 4.8 4.5 4.1 3.7 3.4 3.0 2.5 1.9 1.5 1.0 0.7 O.Q 0.1 6.7 

合 計 34.331.9 31.7 31.2 30.3 29.9 29.2 28.5 27.7 27.1 26.2 19.9 18.9 17.6 17.0 16幻 5.614.9 14.116.8 15幻 3引 2.310.58.2 6.4 4.4 2.7 1.2 0.4 26.5 

J 平均やN~ 8.6 8.0 7.9 7.8 7.6 7.5 7.3 7.1 6.9 6.8 6.6 6.6 6.3 5.9 5.7 5'4 5.2 5.0 4.7 4.2 3.8 3.5 3.1 2.6 2.1 1.6 1.1 0.7 0.3 0.1 6.6 

il'(樫1'7.216，0 15.8 15.6 15.2 15.0 14.6 14.2 13.8 13.6 13.2 13.2 12.6 1l.811.410.~ 10.410.0 9.4 8.4 7.6 7.0 6.2 5.2 4.2 3.2 2.2 1.4 0.6 0.2 13.2 

d
q屯j
 

Z
ふ
司
‘
，!

 

守」
j
A

H
件

μ
~; 1説 地上 1.3 ]I，{. 年輪教 27 

'~ß均 Iむ
と{ユ径 一 ~~82)ι32 31 30 29 28 ，27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 
番勝 、 村

N 8.8 8.3 8.2 8.0 7.0 7.7 7..6 7.3 7.1 7.0 6.8 6.4 6.0 5.6 5.3 5.1 4.9 4.6 4.4 3.9 3.5 3.1 2.5 1.9 1.2 0.7 0.5 0.3 68 

E 6.8 6.2 6.2 6.1 6.1 5.9 5.8 5.7 5.6 5.4 5.3 5.1 4.8 4.5' 4.4 4.1 4.0 3.8 3.6 3.2 2.9 2.6 2.1 1.7 1.2 0.8 0.6 0.4 5.3 

S 5.8 5.4 5.4 5.32 5.3 5.2 5.1 5.0 4.9 '1.8 4.7 4.6 4.4 4.2 4.0 3.8 3.6 3.5 3.3 3.0 2.7 2.5 2.0 1.6 1.1 0.7 0.6 0.3 4.6 

~N 7.6 6.8 6.7 6.6 6.5 6.4 6.35 6.2 6.1 5.9 5.7 5.3 5.1 4.9 4.7 4.4 4.3 4.1 3.7 3.4 3.1 2.5 2.1 1.3 0.7 0.6 0.3 0.2 5.9 

合計 39.026.7 26.5 26.0 25.8 25.2 24.8 24.2 23.7 23.1 22.5 21.4 20.3 19.2 18.4 17.4 16.8 16.0 15.0 13.5 12.2 10.7 8.7 6.5 4.2 2.8 2.0 1.2 22.6 

平均半径 7.3 6.7 6.6 6.5 6.4 6.3 6.2 6.1 5.9. 5.8 5.6 5.4 5.1 4.8 4.6 4.4 4.2 4:0 3.8 3.4 3・1 2.7 2.2 1.6 1.1 0.7 0.5 0.3 5.7 

直 控 14β13.413.2 13.0 12.8 12~6 12.4 ]2.2 11.8 11.6 11.2 10.8 10.2 5.6 9.2 8.8 8.4 8.0 7.6 6.8 6.2 5.4 4.4 3.2 2.2 1.4 1.0 0.6 11.4 

回航 第 2 披 地上 3.3 ~L 年輪教 27 

りん
H

Q
U
 

令、、i
ノ

リ
h
H

り
d

お
通

げ
町
田
町

ι
p
 

鼎磁

経
観

キ
番

a己、
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15' 14 13 12 11 10 

材

N 7.3 6.9 6.8 6.7 6.5 6.3 6.1 6.0 5.8 5" 5.4 5.1 4.8 4.3 4.0 3.6 3.3 2.9 2.7 2.2 1.7 1.3 0.7 0.3 5.4 

F:: 6.1 5.9 5.7 5.5 5.4 5.3 5.2 5.0 4.9 4.8 4.7 4.4 4.1 3.8 3.5 3.3 2.9 2.6 2.4 2.0 1.5 1.2 0.6 0.2 4.4 

内 5.75.3 5.2. 5.15 5.1 4.9、4'.8 4.7 4.5 4.4 4.2 3.9 3.7 3.4 3.35 3.1 2.8 2.5 2.3 1.9 1.5 1.2 0.6 0.2 3.9 

W 6.2 5.6 5.7 5.6 5.5 5.4 5.3 5.1 4.9 4.8. 4.6 4.4 4.2 3.9 3.7 3.4 3.1 2.8 2.6 2.1 1.5 1.3・ 0.6 0.2 4.4 

合計 25.323.9 23.4 22.9 22.5 21.9 21.4 20.8 20.1 19.7 16.9 17.8 16.8 15.4 14.5 13.4 12.1 10.8 10.0 8.2 6.2 5.0 2.5 0.2 18.1 

_.、、、
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4.5 0.2 0.6 1.3 1.6 2.5 2.1 

5.0 4.2 

3.0 2.7 

6.0 5.4 

2.4 3.6 3.9 4.2 4.5 4.7 4.9 5.0 5.2 5.4 5.5 5.6 5.7 59 6.3 6.0 、平均主1;:徳

内

υ
Q
U
 

0.4 1.2 2.6 3.2 6.8 7.2 7.8 8.4 9.0 9.4 12.6 12.0 11.8 11.4 11.2 11.0 10.8 10.4 10.0 9.8 径直

[2J よte小班20林班

20 年輪教7.3 M. 地 上策 3 披板間

，('，、

材

4.υ 

1壬1.5 17 lG 18. 19 :20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 く32)
令階

宇0
番抵

N O.日点
リハV1.0 UJ 1.7 :2.1 :.:.ら2.9 り

o
q
d
 

3.7 4.0 4.2 4.4 4.5 壬.74.8 5.3 5.2 5.0 

3 ， ，1 
4A:V 4.4 

4.4 4.3
6 

vγ 
リ.リ5.6 

3':-3 

り')
Ll..LJ 

3.5 

3.3 

13.8 

0.2 

0.2 

。‘S

0.2 

0.2 

0.5 

。‘5

り 4
~.-

O.G 

0.6 

0.9 

。.9

0.9 

凸
可
戸
、
同

t.

ハV
A
-
-
u

J .) 

1.2 

生9

J.6 

] .。

0.4 

Ui 

2.0 

1.9 

8.1 

2.3 

サリ

2.4 

9.4 

2.4 

"2.7 

2.5 

2.7 

5.4 

4.6 

4.3 
K 

5.0 4.6 4.5 4.4" 4.3 4.2 4.1 3.9 3.8 3.7 3.q 3.3 3.1 2.7 

20.5 19.2 18.5 18.3 17.8 17.2 1G.6 16.0 15.4 14.9 14.2 13.4 12.3 10.8 

4.6 4.s 4.5 4.3 4.2 4.0 3.9 3.7 3.s 3.4 3.1 

9.2 9.0 8.6. 8.4 8.0 7.8 7.4 7.2 G.8 6コ

3'1 

2.8 

り 0・d.u

3.1 

3.5 

3.2 

3.6 

3.4 

3.7 

3.5 

3.9 

3.7' 

4.0 

3.8 

4.2 

4.0 

4.a 

4.2 

生.9

4.8 

E 

w 

合 計

三1;'均宇筏

直怪

::3 

7.0 1.2 0.4 1.8 

1.2 

:':.4 

1，0 

3.2 

コυ

4.0 生.89.2 

4.8 

9.u 

5.1 

10.2 

lu 

令階 心

宇干存f続R 
く32') 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 リリ 21 20 19 18 17 

~~・

N 4.3 4.0 3.9 3.8 3.6 3・4 3.1 2.9 2.6 2.4 2.1 1.8 lG 1.2 0.8 0.9 0.2 :U 

日 4.0 3.7 3.52 3.5 3.2 3.1 2.8 2β2.'1 . 2.2 1.9 1.7 1.5 1.1 0.8 '0.6 0.2 1.9 

S 3.6 3.3 3.1 3.0 2.9 2.8 2.6 '2.4 2.3 2.1 1.9 1.6 1.4 1.1 0.8 0.5υコ 1.9 

¥V 3.8 3.4 3.3 3.1 3.0 2.9 2.6 2.15 2.3. 2.1 2..0 1.7 1.5 1.1 0.8 0.5 0.2 2.0 

A日、 15.7 14.4 13.8 13.4 ，J2.ff 12.2 11.1 10.4 9.6 3.8 7.9 6.8 (j‘o 4.5 3.2 2.1 0.8 7.9 

平均宇径 3.9 3;6 3.5 3.4 3.2 3.1 2.8 2.6 2.4 '.!.2 2.0 1.7 1.7 1.1 0.8 0.5 0.2 2.0 

!在 f豆 7.8 7.2 7.0 6.8 6.4 6.2 5.6 5.2 4.8 4.4 4.0 4.0 3.0 2.2 Ui 1.0 0‘4 4.0 

年輪数7.3 M. 地 上第 4 揖取ー〆国l



ーはー

国! 4反 第 5競 組L上、9.3l¥I. ¥ 年輪数 12 

番宇経型建
く32) 32 31 :m :29 28 27 26 25 24 。23 、2ーけ

キ者

N 2.5 2.1 1.9 1.8 1.6 1.4 1.1 0.9 0.7 0.6 0.5 0.3 0.1 1.1 

E 2.7 2.2 1.9 1.8 1.13 1.4 1.1 0.9 0.7 0.6 0.5 0.3 0.1 0.9 

S 2.2 2.0 1.8 1.6 1.4 1.2 1.0 0.9 0.7 0.6 0.5 0.1 0.3 ].0 

wヘ 2.1 1.9 1.7 1.6 1.5 1.3 1.1 0.9 0.7 0.5 0.5 0.3 0.1 0.7 

βロ、 言十 9.5 :1.2 7.3 6.8 6.1 5.3 4.3 3.6 2.8 2.3 2.0 1.2 0，4 3.7 

平均司王N~ 2.4 2.1 1.8 ~ 1.7 1.5 1.3 1.1 0.9 0.7 0.6 0.5 0.3 0.1 0.9 

直 ;fsC 4.8 4.2 3.6 3.4 B.O 2.6 2.2 1.8 1.4 1.2 1.0 0.6 0.2 1.8 

.'田i 車反 第 5競 :i't!U二 11.3l¥i. 年輪数 6 

令階 ，己、

番4~披径 (32) 32 31刊 30 29 28 27 _;6 
キf

N 1.0 0.8 0.7 0.6 0.5 0.3 0.1 1.0 

E 0.9 0.8 0.6 0.5 0.4 0.3 _ 0.1 1.0 

S 0.9 0.8 0.6 0.5 0..1 0.3 0ユ 0.9 

w 0~9 0.8 0.6 0.5 0.4 0.3 O.1 1.0 

合 3.7 .3.2 2.5 2.1 1.7 1.2 O.ι 3.9 

平均宇筏 0.9 0.8 0.6 0.5 0.4 0.3 0'1 1.0 

直 ι1(K 1.8 1.6 、 ~.2 1.0 0.8 0:6 0.2 2.0 

23林班 ゐ小斑 [lJ 樹高 15.1!¥-f' 伐採年月日 昭和21年 8月12日

間! 板 停 O抗 3也I二 0.3I¥I. 年輪数 29 
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圏!板 佑 1披 地上 1.3M. 年輪数 26 

活字程令階 :34) 34 33 32 31 30 ~9 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 ， 18 17 16 15 14 13 12 :u 10 9 
番鵠

N 9.4 9.1 8.9 8.8 8.5 8.3 8.1 7.8 7.3 6.9 6.7 6.2 6.2 5.8 5.5 5.1 4.9 4.7 4.2 3.2 .2.9 2.4 1.6 1.5 1.1 0.7 0.2 

E 8.9 8.4 8.2 8.0 7.8 .7.5 7.3 7.0・ 6.6 6.3 6.0 5.8 5.6 5.3 5.1 4.7 4.5 4.2 3.8 2.9 2.5 2.2 1.5 1.4 1.1 0.6 0.2 

S 6.9 6.5 s 2 6.1 5.9 5.8 5.6' 5，4' 5.1 4.7 4.5 4.4 4.3 4.1 3.9 3.G 3.4 3.2 2.9 2.5 2.3 1.9 1.5 1.4 1.1 0.7 0.2 

'V 7.5 6.6 6.5 6.3 6.1 5.9 5.8 5.5 5.1 4.8 4.5 4.4 4.3 4.1 3.9 3.6 3.4 3.3 3.0 2.5 2.2 1.9 1.4' 1.4 1.0 0.7 0，2 

ー~年;、
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合計 3"2.730.4 2g-.8 29.2 28.3 27.5 26.8 25.7 24.1 22.7 21.7 21.1 20.4 19.3 18.4 17.0 16.2 15.4 13.9 11.1 9.9 8，1: o.O 5.7 4.3 ~1.7 0β 

平均干鱈 8.2 7.6 7.5 7.3 7.1 6.9 6.7 ¥ 6.4 6.0 5.7 5.4 5.3 5.1 4.8 4.6 4.3 4.1 0.9 3.5 2.8 2.5 2.1 1.5 .1.4 1ユ 0.7 0.2 

jl'( 怨 16.415.2 15.0 14.6 14.2 13.8 13.4 12.8 1.2.0 11.4 10.8 10.6 10.2 9.6 ~.2 8.6 8.2 7.8 7.0 5‘6 5.0 4.2 3.0 2.8 2，2 1，4 0，4 

閤叔 ガ~ 2 披 地上 3.31¥L 年輪数 22 

A伶~ --"1ヨ筏 μ1'11 (34) 34 33 32 31 30 ，29 28 27 26 25 24 23 22 21 20' 19 18 ' 17 16 15 14J 13 
呑蹴

~ / 8.0 7.8 7.6 7.4 7.2 6.9 6.6 6.3 5.8 5.4 5.1 4.8 4.4 Q 4.0 3.G 3.1 2.8 ~:4 1.9， 1.4 1.1 0.7' 0.2 

E 7.5 7.2 7.1 6.9 6.6 6.4 6.2 5.9 5.5 5.1 4.8 4.5 4.2 3.9 3‘6 3.0 2.6 2.2 仇 1.8 1.~ 1，0 机ワ 0.2 

S 6.7 6.3 6.2 6.0 5.8 5・5 5.3 5.0 4.6 4.2 4.0 3.8 3.5 3.3 3.0 2.7 2:1 2.0 1.6 1.3 1.0 0，，7 0.2 

w 7.1 G.6 6.5 6.3 6.1 5.8 5.6 5.3 4.9 '1.5 4.2 3.9 3，.7 3.4 3.0 2.7 2.5 2.2 1.8 1.3 1.0 0，6 0幽2
'.. 

合計 29.3 27.9 27.'1 2s.6 25.7 24.6 28.7 22.5 20.8 19.2 18.1 17.0 15.8 14.6 13.2 11.5. 10.3 8.8 7.0 5.2 41 ::'，7 0β 

王子均午艇 7.3 7.0 G.9 6.7 ' 0.4 6.2 5.9 5.6 5.2 4.8 4.6 4.3 4.0 3.7 3.3 2.9 :2.G 2.2 1.8 1.3 ]‘ο下 0.7 O.:!: 

lfr . 程 14.6 14.0 13.8、13.4 12.8 12.4 11.8 11.2 10.4 9.6 9.0 8.6 8.0 7.4 G.G 5.8 5.2 4.4 3.6 2点 ~JJ 1.4: 0，4 

23*木J延

関根

つ小班

佑 32虎

[2J 

地上 5.3:M. 年輪数 19 

4三位〆令階 (34) 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19/ 18 17 Hi 
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3.2 3.0 2.7 2.3 1;9 1.5 1.1 0.8 0.4 0.1 

2.9 2.6 2.2 2.0 1.7 U~ ・ 1.0 0.7 ♂ 0.3 0.1 

N

E

S

W

 

3.0 2.8 2.5 2.1 1.8 1.4 1.1 0.8 0.3 0.1 

3.4 3.2 、 2.9・ 2.5 2.1 1.7 1.3 0.8 0.4 0.1 

i， 言十 12.5 11.6 10.3 8.9 7.5 5.9 生.5 3.1 1.4 0.4 合計

平均(i~控

直 径

ノF.:f:守や控

lJl( 1l}~ 

3.1 2.9 2;6 2.2 1.9 1.5 1.1 0.8 0.4 0.1' 

6.2 5.8 5.2 4.4 3.8 3，0 2.2 1.6 0.8 0.2 

。 20;休班 [lJ 樹高 13.4~/.I. 伐採年月日 昭和22年8月9日わ小班

国!板 弟。披 地上 0，3:M. 年輪投 33 
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年輪数 5 



/ 
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さi三径~令階 (36) 36 35 34 33' 32 31 30 29 28 27 26 25 2壬 23 22 21 20 19 18 17 16 
番獄

N 15.1 14.3 14.2 14.0 13.7 13.5 13.3 12.8 12.7 12.6 1.2.5 12.4 12.0 11.7 11.4 11.1 -10.8 10.4 10.1 9.4、 8.9 8，4 

E 10.8 10.6 10.5 10.2 10.0 9.8 9.7 9.4 9.2 9.1 9.0 8.7 8.5 8.3 8.0 7.8 7.6 7.3 7.0 G.7 6.4 5.D 

8 8.4 . 7.58 7.52 7.5 7.45 7.4 7.35 7.3 7.2 7.1 7ρ5 7.0
4 

7.0 6.9 6，8 6.7 6.5 6ι6.2 /).9 5.6 5ぷ

W 11.3 10.7 10.6 10.5 10.4 10.3 10.1 9.8 9.7 9.6 9.5 9.4 9.3 9.2 8.9 8.7 8.5 8.2 7.8 7.3 7.0 6β 、

合 計 45.6 43.1 42.8 43.2 41.5 41.0 40.4 39.3 38.8 38..4 3.8.0 37.5 3(¥.8 30.1 35.1 34.3 33.4 32.3 :31.1 29.3 27.9 2s，1 

7F-均宇径 11.4 10.8 1仕7 10.6 10A 10.3 10.1 9.8 9.7 9.6 9.5 9.4 9.2 9.0 8.8 8.0 8.4 8.1 7.8 'í.;~ 7.0 6.5 

i({ :r豆 11.8 21.6 21.4 21.2 20.8 20.6 20.2 19.6 19.4 19.2 19.0 18.8 18.4 18.0 17.6 17.2 16.8 16.2 15‘G 1・1.6'-. 14.0 13，0 

宇f軍令階 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 心

番器 材

N 7.6 7.2 6.8 6.2 5.5 45 3.5 2.6 1.5 0.6 0.4 0.2 12.2 

E

Q

υ

W

 

5.3 4.9'- 4.7 4.2 3.6 3.2 2.4 1.6 ].1 0.8 0.5 0.2 

4.9 4.7 4.4 4.0 3.7 3.1 2.4 2.1 1.7 0.6 0.7 0.3 

6.1 5.8 5.4 4.9 4.4 3.7 i 、2.9 2.1 1.5 0.8 0.5 0.2 

8.1 

6.6 

8.8 

合 l 計 23.9 22.6 21.3 19.3 17.2 14.8 11.2 8.4 1.1 3.1 2.1. 0.9. 35.7 

平均や怪 6，0 5.7 5.3 4.8 4.3 3，6 2.8 2.1 1.7 0.8 0.5 0.2 8.9 

抗筏 12.0 11.4 10.6 9.6 8.6 7.2 5.6 4.2 3.0 1.6 1.0 0.4 17.8 、、予
匂

/ 

闘 板 第 1銃 地上1.3l¥f. 年輪数 30

"'1三位令階 (35) 36 35 34号 33 32 31 30 29 28 27 26 、25 24 23 2:! 2L~ 20 19 18 17 lf? 
番競

N 10.8 10.1 10.0 9.9 9.7 9.6. 9.5 9.3 9.1 9.0 8.9 8.8 8.7 8.5 8.3 8.0 7，8" 7.5 7.2 6，9 6.0 6.1 

E ]0.7 10.4 10.3 10.1 10.0 9.8 9.7 9.4 9.0 8.9 8.7 8.5 8.4 8.2 8.0 7.9 7.7 7.3 G.9 6.7 6，4 5，9 

5 "r- ".5 日 8.0 . 7.3 7.25 7.2 7.1 7.0 6.9 6.7 6・6 6.5v 6.5 6.4v 
6.4 6.2 u.l 5.9 5.7 5.5 5.1 4.9 4，.7 4，，2 

W 9.3 8.4 8.35 8.8 8.1 8.0 7.9 7.8 7.6 7.4 7.3 7.2 '7.1 6.9 67 u)5 6.3 6.1 5.8 5.5 、5，4 5β 
' 

4・



~lü-

合計 38.8 36.2 35.9 35.5 34.9 34.4 34.0 33.2 32.3 31.8 31.4 30.9 30.6. 2D.8 29.1 28.3 27.5 :W.4 25.0 24.0 23.1 21.2 

平均宇径 9.7 9.1 9.0 8.9 8.7 8.6 8.5 8.3 8.1 8.0 7.9 7.7 7.s 7.5 7.3 7.1 0.9 6.6 6.3 6.0 .5.8 5.3 

n'( 筏 19.4 18.2 18.0 17.8 17.4 17.2 17.0 16.6 16.2 16.0 15:8 15.4 15.2 15.0 14.6 14.2 13..g 13，2 12.6 12.0 U.6 10.6 

4三径令階 15 14 13 12 11 10 9 8 7 心

番鵠 材

N

E

S

W

 

5.4 4.~ 4.2 3.5 2.9 2.4 1.6 0.9 0.4 

5.3 4.8 4.1 3.4 2.7 2.2 1.4 0.8 0.4 

3.9 3.6 ・3.1 2.5 . 2.3 1.7 1.1 0.7 0.3 

4.0 4.1 :3.6 3.1 2.5 2.0 1.3 0.7 0.3 

8.3 

8.2 

5.7 

6.3 

合計 19.2 17.4 15.0 12.0 10，4 8.3 5.4 3.1 J.4 28.5 

平均半径

直径

U~J ;1反

4.8 4.4 B.8 3.1 2.6 2.1 1.4 0.8 0.4 7.1 

9.6 8.8 7.6 ‘ 6.2 5.2 4.2 2.8 1.6 0.8 14.2 

負I~~ 2 旗 :tilU二 3.3:M:. 年輪教 26 
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8.5 . '7.9 7.8 7.7 7.5 7.4 .7.3 7.0 6.8 6.6 6.6 0.4 6.2 6.0 5.7 5.5 5.2 5.0 4.6 4，2 4.0 3β 

17.0 15.8 15.6 15.4 15.0 14‘8 14.6 14.0 13.6 13.2 13.0 12.8 12.4 12.0 1I.4 11.0 10.4 10.0 立2 8.4 8.0 7.2 

2.7 2.1 1.4 0.8 0.4 

中筏令階 15 14 13 12 11 心
者競 合材

N 5.7 
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E

S

W

 

3.4 2.5 1.8 1.0 0.5 

2.7 2.0 1.3 0.7 0.4 

3.3 2.1 1.5 0.8 0.4 

1

3

7

 

P

O

R
リ

F
D

合 計 12.1 8.7 6.0 3.3 1.7 22.8 

平均やf宝

石玉 有!

3.0 2.2 1.5 0.8 0.4: 5.7 

6.0 4.4 3.0 1.6 0.8 11.4 

20林fJ1:

間板

[2J わ小斑

第 3 銃 地上 5.31¥1. 年輪数 23 

宇程令階く36) 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 心
番披 e 噌 材

N 8.4 7.9 7.8 7.7 7.6 7.5 7.4 7.2 6.8 o.5 6.4 6.2 6.0 5.-8 5.3 4.8 4.3 3.D 3.5 2.9 2.5 1.1 0.9 0.4 5.8 

E 7.3 7.0 6.9 6.8 6，6 6.4 62 6，0 5.8 5，6 5.5 5.2 5，0 4.7 4.5 4.0 3.4 2.9 2.4 1.8 1.3 1.0 0.7 0.4 5.4-

S 6.4 5.8 5.7 5.6 5.5 5.3 5.2 5.0 長.9 4.7 4.6 4.4 4.3 4.1 4.0 3.8 3.5 2.9 2.2 1.7 1.3 1.0 0.6 0.4 4.1 

耳γ 7 . 3 9.8 6.7 6.6 6.5 6.3 6.2 6.0 5.8 5.6 5.4 5.2 5.0 4.8 4.5 4.1 3.6 3.2 2.7 2.1 1.7 1.1 0.8 0.4 5.0 

合計 29.l 27.2 20.8 26.4 25.9 25.2 24.6 2H.9 23.0 22.2 21.7 20.8 20.1 19.0 17.8 16.2 14.5 12.7 10.6 8.5 6.8 、4.4 3.0 1.7 1!J.9 

平均千鶴 7.3 6.8 6.7 6.6 6.5 6.3 6.2 6.0 5:8 5.6 5.4 5.2 5.0 4.8 4.5 4.1 3.6 3.2 2.7 2.1 1.7 1.1 0.8 0.4 5.0 

i(( 径 14.6 13.6 13.4 23.2 13.0 12.6 12.4 12.0 11.6 11.2 10.8 10.4 10.0 9.6 9.0 8.2 7.2 6.4 5.4 4.2 3.4 2.2 1.6 0.8 10.0 

国板 第 4蹴 地上 7.3M. 年輪数 20 

牛程令階偽 36 35 34 33 32 31' 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 :[;t 
番蹴 l 

N 6.8 6.5 6.4 6.2 6.0 5.7 5.3 5.0 45 4.0 3.7 3.3 3.0 2.6 2.3 1.7 1.3 0.9 0.5 0.3 0.1 3.0 

E 6.3 5.9 5.8 5.7 5.5 5.2 50 4.8 4.5 4.0 3.8 3.5 3.0 2.4 2.1 1.6' 1.1 0.8 0.5 0.3 0.2 3.0 

“一 5.4 4.9 4.8 4.7 4.5 4.2 4.0 3.9 3.7 3.5 3.4 3.0 2.6 2.2 1.9 1.6 1.2 0.9 0.6 0.3 0;2 3.0 

¥，y 5.5 5.0 4.9 4.8 4.6 4.3 4.1 3.9 3.7 3.4 3.2 2.9 2 .. 7 2.4 2.0 1.7 1.3 1.0 0.7 0.4 0.2 2.7 



合計 24.022.3 21.9 21.4 20β19.4 18.4 17.6 16.4 14.9 14.1 12.7 11.3 9.6 8.3 6.6 4.9 3.9 2.3 1.3 0.7 11.7 

平均三ド程 6.0 5.6 5.5 守 5.4.5.2 4.9 4.6 4.4 4.1 3.7 3.5 3.2 2.8 2.4 2.1 1.7 1.2 0.9 0.6 0.4 0.2 '2.9 

iu 樫 12.011.2 11.0 10.8 10，4 9.8 9.2. 8.8 8.2 7.4 7.0 6.4 5.6 4.8 4.2 3.4 2.4 1.8 1.2 0.8 0.4 5.8 

!日] 1反 部 δ 披

"'P筏令階 :36) 36 
番披

35 

地上 9.3 2¥f. 年輪数 15 

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 心、

~i・

N 4.5 4.3 4.2 3.9 3.6 3.2 2.9 2.7 2.3 1.7 、1.5 1:2 0.9 0.5 0.3 0.2 1.7 

E 5・o 4.6 4‘4 4.2 3.7 3.3 2.8 2.5 2.2' 1.6 1.4 1.1 0.8 0.5 0.3 0.2 1.6 

日 4.0 3.7 3.6 3.5 3.3 2.8 2.5 2.3 1.9 1.5 -1.3 1.0 . 0.7 0.5 0.3 0.1 1.5 

W 4.2 3.8 3.6 3.5 3.3 2.9 2.6 2.4 2.1 1.6 1.4 1・1 0.8 0.5 0.4 0.2 1・6

合、計 1'7.7 16.4 15.8 15.1 13.9 12.2 10.8 9.9 8.5 6.4 5.6 4.4 3.2 2.0 1.3 0.7 6.4 

:>];.杓!l三倍

il'(十 f宝

4.4 4.1 4:0 3.8 3.5 3.1 2.7 2.5 2.1 1β1.4 1.1 0.8 0.5 0.3 0.2 1.6 

8.8 8.2 8.0 7.6 7.0 6.2 5.4 5.0 4.2 3.2 2.8 . 2.2 1.6 1.0 0.6 0.4 3.2 

ít~l 1;反 11'手6 披 地上 11.32¥1. 

午筏令階 (36) 36 35 34 33 
番銑

32 31 

J}-:'輸主主 8 

30 29' j~\ 
材-

II 2.3 2.1 :.!.O 1.8 1.5 1.1 0β0.4 0.2 0.4 

E 2ユ ls ls 1s 1~ 0司9 0.6 0.3 0.1 0.3 

S 1.8 1.6 1.5 1.3 1.1 0.7 0.5 0.3 O.l 0.3 

W 2.0 1.8 1.6 1.5 1.3 0.9 0.6 0.4 0.2 0.4 

合計 8.2 7.4 6.9 6.2 5.2 3.6 2.3 1.4 0.6 1.4 

平均午径 2.1 1・9 1.7 1.6 1.3 0.9 0.6 0.4 0.2 0.4 

II'( 径 4.2 3.8 3.4 3.2 2.6 1.8 1.2 0.8 0:4 0.8 

Inl :{'反 ~~ 7 ØÞ~ 

よ]三位令階 (36) 36 
;ilt君主

55 

地上 13.3:'1.

34 33 32 31 . 

5 
::¥ 1.2 1.0 0.8 0β0.5 0.2 0.1 

E 1.3 1.1 0.9 0.7 0.5 0.2 0.1 

S 1.3 1.1 0.9 0.7 0.5 0.2 0.1 
5 

W 1.4 1.1 0.9 0.6 0.5 0.2 0.1 

合計 5.2 4.3 3.5 2.7 2.0 0.8 0.4 

平均宇径 1.3 1.1 0.9 0.7 0.5 0.2 0.1 

f(( Ht ~.6 2.2 1.8 1.4 1.0 0.4 0.2 

-21-

年輪数 G 
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(3) j居心成長

樹幹椋併の結果から通覧すると全体として北の方向む成長が最犬となって!;liり、京の方向は初期には北に次いで'居るが10王子以後は西て方が肥大

して居る。結局北西東南の舶になって居るdこれは地形的に見て北両傾奈!の矯根張りが北の方自lJち傾科の{まい方wへのびて居る関係が最大と考へら

れる。

とれと関係して居ると考へられる樹幹の投影形式を見ると、やはり北の方向が一番大きくなって肘る傾向が察知される。

根張と枚張とは密接な関係を有し筒、樹幹の形式にもとの雨者が関係するととがカラマツのKí~な泊u[ttの木にも考へられるものと忠ふとの献は春

田技師(東京営林局)の陽光と生長)伏態の調査の結論とも関連して肘ると考へられる。
コ
¥
/

，(4) 欝 閉 度

今標準木の投影面積に 1ha嘗りの立木本数を乗じて主主準樹冠投影酉積を[1¥し全面積印ち 111aとの比を出して見ると、間伐試験地として届る

23林班の小堤で標準木樹冠投影面積 12.6m
2

ha話り 641本、償問反 0.8となる。 但し{也~乙五確な安料が何られなかGたので本問題に0いては詳述
出来ない。

(5) 生長算出

樹幹析解ーにイj~ り算[:1:) された高さ、直倍、賠積の成長室及j肉声Î7l3数鰹積生長率を示すと火の採になって N~' る。

優 勢 木 23林班 ゐ小班

年 高さの生長 Dl 直結生長 crn 体積生長 nr 体積
備 考 l " 5年両瓦ご/ 5年長間 " 一5生一年長間一長の~ 胸高形数 生長率

A τz 総生長量
生長 =Ir-t

結，\~t 長玉{: ~片I二 ;zlI2L 総生長fit /。ρ/ 

糊輔iF持b 5 0.9 4.7 0.0002 0.0112 

10 5.6 2.5 6.8 
5.6 

0.0114 0.0446 0.565 38.6 
ト刊国、

15 8.1 2.9 
12.4 

4.1 
0.0560 0.0645 0.571 25.5 11 

20 -11.0 2.8 
16.5 

3.9 
0.1195 0.0908 0.508 14.7 

25 13.8 1.8 20.4 
3.8 

0.2103 0.1341 0.466 11.0 @ 

30 15.6 0.8 
24.2 

16 
， 0.3444 

00751 0.480 9.7 
母包
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9.8 〆0.490 0.4195 25.8 16.4 33 

0.513 0.4921 27.3 16.4 く33)

年
分事

ヤ/

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

備
体積
生長率
弘

一
の
量

3

一
鞘
長

I
一

5
生

長
~

品↑積
一
川
県

体
一
長

一
生

想)

@: n~ 生長 Cl註
.--ー一ーー一一一一ー一一ー一ー時ー島崎一一_r一一一ー一ー 一ー一一一ー一ーーーーー、、、

5!:p間の¥
総生長1it:

生長量

木

官
日

制
一
四
:

長
一
!一一一ーく

さ
一
]
一
汁
戸

市
一
山

準百:

胸i有形数;
δ、
Fロ

0.0116 
0.0003 1.1 

4 

「d 

38.0 0.631 0;0330 
0.0119 

4.9 
7.2 

3.0 
10 

23.2 0.514 0.0443 
0.0449 

3.2 
1主.1'i ~. 

戸 @ν

7.6 15 

13.2 0.490 
0.071.0 

0.0854 

0.0892 
3.2 

2.6 

15.3 2.0 
Cl(.) .20 

11.4 0.500 0.1602 18.5 。ヮ
_，:，.v 

11.9 25 

8.4 0.494 0.2456 21.1 14.2 30 

6.3 0，485 

0.0328 

0.2784 

0.9 

22.0 

Q
u
 

nv 
15ユ32 

0.486 

主Fミ
考

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

備
体積
生長率
% 

0.3152 

体積生長 阻 3
}ー へ、ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一時一~ー~、、守

総生長蛇 5年間の
生長量

23.4 

劣

高さの生長日 直控生長 crn
-一一一一一一一一ァーー〈一一一一一一一一一一一~ ~一一一一一一一一一一~，一一一~一一一一一~

穂生I長ミ壬7量 5年問白 3料I汽失生長f玄立l'-子‘久旬 5年間白
生長主弦;_: ífj~，~lS!: l_LJ_~ 生長長働量

木勢

15.1 (3.2) 

胸高形数
令

0.0059 
0.0004 

4.5 
0.4 2，6 1.5 F 

U 

35.2 0.809. 0.0141 0.0063 
3.4 

4.9 1.8 4.1 10 

21.1 0.640 0.0133 0.0204 
1.5 

8.3 1.7 5.9 15 

9.8 0.591 0.0144 
0.0337 

1.3 
9.8 1.1 7.6 20 

7.0 0.570 0.0189 3

0

 

0
0

ヴ

4

4
一
8

n
U

、

n
u

n
U
A
υ
 

1.1 
11.1 1.4 

8.7 26 

6.6 0.548 12.4 0.5 10.1 30 

4.2 0.542 

0.552 

0.0059 

0.0729 

0.0860 

0.3 

127 

13.7 

10.5 

10.6 

32 

~32) 
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考

生
長
率
式
は
同
一
一
の
も
の
な
り

{荷体積
生長率

% 

よ12小班

長 Clll 体積生長 np 銑

5 !4函漏可可百 /ι総削机q生叩i
生長 J以i札L 生長量

20林班

直径

一時
m
一
年
占

4
2
一5

A

勢

岸

、
r'L♂
一ト

一
最

高
一
一
没

一
糟

オミ優

年、

胸高形割:
総生長琵:_L.，. 

-p 

0.0056 0.0004 

0.0060 

2.7 1.0 5 

3.5.00 0，901 0.0354 7.1 

4.8 

、4.8~3.1 3.7 10 

29.88 0.548 0.0606 0.0414 

0.1020 

11.9 3.0 。.815 

16.92 0.475 0.0744 3.0 16.7 2.5 9.8 20 

10.68 ハ
リ
ハ
U

門

i
-
Q
U

4

4

 

ハ
リ
ハ
U

0.1119 0.1764 3.6 19.7 

23.3 

2.4 12.3 25 

9.64、0.0962 0.2883 2.3 1.5 14.7 30 

7.15 0.461 0.3845 25.G 16.2 34 

木準標

考

生
長
率
式
は
同
一
む
も
の
な
り

申請
体積
生長率
% 

胸高形教

1113 

5年聞の

生長室

体積生長

総生長五~.:

直径生長 CIll 

組 長 主 5年「司F
生長/亘

一
の
畳

且
一
明
長

一
氏
以

.H

日.-

長一生一の一さ
一
量

高
一
長

一
組

年

メ入
IJ 

0.0032 
0.0001 

0.0033 

3.0 0.5 5 

37β 0.857 0.0129 4.3 
3.2 3.0 

2.1 

3‘5 10 

26・50.566 0.0169 0.0162 
2.1 

7.5 6.5 15 

13.7' 0.535 0.0233 
0.0331 

2.2 9.6 1.9 8.6 20 

10.4 0.493 0.0564 11.8 10‘5 25 

6.1 0.485 

0.0203 

0.0767 

1.2 

13.0 

1.4 

11.9 30 

3.9 

劣

0.489 

0.0063 

0.0830 

"-

0.3 

13.3 

0.3 

木勢

12.1 32 
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考

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

備
体積
生長率
% 

胸高1醇数一
の
量

一
間
長

3
m
一
何
生

長
(

生一積
一
哉

体
一
長

高さの生長 III 直f窓生長 cm 
、ーーーーーーーーー崎明一ー一-_、、、ー←ー←ー一一一一一一一ー一一一、~

総生長;量 5年問。 伊生長主 5年間の
~t 長 1fk 山 辺 生 長量

年

〆也、
{J 

0.0013 

0.0066 

0.0001 
2.9 

0.6 5 

34.7 1.000 0.0014 
3.2 2.1 

2.0 
3;5 10 

28.1 0.661 
0.0098 

0.0080 
2.7 

5.3 1.0 5.5 15 

15.2 0.224 0.0110 0.0178 
1.7 8.0 1.4 6.5 20 

9.4 0.492 0.0288 9.7 7.9 25 

15.2 0.530 

0.0047 

0.0335 

no 
nu 

10.0 

0.1 

8.0 26 

0.528 0.0380 10.7 8.0 (26) 

わ小蛙20林班木勢優

考

庄
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

此
間
川

2
相
M
g

体積
生長率
% 

腕高形教
一三星

一
判
長

一q
υ
H門
J

J
J丈
「

生一積
一
五

体
一
長

一ヨの日閉一

周
Uhψ師

長

山
一
引
生

記
長

一
判
長

四
一
恥
生

長一唯
一二

量

1
一
長

高
一
鮎

年

総生長fi;:メ目、
"ll 

0.0119 0.0010 
6.0 0.3 

4.0 1.4 5 

34.2 0.7'71 
0.0317 0.0129 

5.1 6:3 2.4 5.4 10 

22.1 0.561 
0，0813 0.0446 

6，1 11.4 3.G 7.8 15 

19.1 0.458 
0.1143 

0.1259 
4.5 

17鯵5
2.3 11.4 20 

12.5 0.461 
0~1691 

0.2402 
4.6 

22.0 00  
.kJ.0 

13.7 25 

10.4 0.460 0.4093 26.6 16，0 30: 

6.0 OA51 

く0.461)

0.1446 

0.5539 

2.8 

29達

2.1 

18.1 35 

0.6215 

標

30.8 

木準

18.1 
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考

生
長
率
式
は
同
一
の
も
白
な
り

備
d 体.積

胸高形敏 生長率
% 

体積生長 I113 

5年間の¥
鱒lt長赴

生長荒

直1!s.生長 Cln 

総生長長 5年間てよ
生長量

高さの生長 m 
~ι J 、一一←一一一一一一ー一一九

5年間の子
線生長量 打tt長fJt

2.9 

年

令

.0.0050 qo 
A
u
 

nu 
nu 

ハU0.6 5 

35.7 0.108 0.0147 0.0053 5.4 
4.2 

2.5 
3.5 10 

23.2 0.463 0.0383 0.0200 3.6 
9.6 

2.1 
6.0 ]5 

19.6 5

7

 

サ
h

H

A

U

に
U
e
d
4
A

A
U
A
υ
 

。‘0331
0.0583 2.1 

J3.2 
1.9 8.1 ぉ0

8.8 

6.2 

0.0914 15.3 W.O 25 

0.495 

0.0338 

0.0367 
0.1252 

1.3 

1.4 
16.6 

1.7 

1.5 
11.7 30 

5.1 0.481 0.1619 18.0 13.2 35 

3.6 0.482 

(0.0041) 

0.1661 

(0.1) 

]8.1 

(0.2) 

13.4 36 

0.496 0.1915 19.4 13.l く36)

、

木勢劣

考

生
長
卒
式
は

E
一
の
も
り
な
り

備
体積
生長率

% 
胸高?信教

体積生長 IU3 

-一一一I 出 九 5年間の
官息'ct長主

と 生長量

高きの生長 m 直僚主主長 cm 
ー-、ー一ー---一ー畑山由一一一一町、~一一一一~晶}一一一一ー一一ーー-‘ ~ 字、一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーー、

総生長田・ 6年間の rr~.'t長子 5年間の
旦!. 11: 長 ~}i!: fNi!7， .1:~_H!_ 生長量

年

令

0.0010 
0.0001 1.4 0.6 5 

33.3 0.0062 
0.0011 4.2 

0.9 3.6 2.0 10 

29.5 。:6517
0.0124 

0.0073 2.6 
2.1 

2.3 
5.6 15 

18A 0.5305 0.0140 
0.0197 1.5 

7.7 1.8 
7.9 20 

10.5怨0.5185 0.0151 
0.0337 0.9 

9.2 

10.3 

1.8 
9.7 25 

7.3 0.5112 0.0488 11.5 30 

4.0 0.4824 

0.4897 

0.0109 

0.0597 

0.0704 

。‘9
11.2 

12.1 

1.0 

12.5 

12.5 

35 

ぐ35)
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つ小班23非木J1E木勢優

才どA

J 

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

目別
体積
生長率

% 
胸高形数

高さの生長、 m 直?主主主長 CJl1 体償金長 引3

瓦忌子1JTrr 総生長5t 主官12五戸(花 -ZT12
年

ρ、
-p 

37.9 

0.00442 
0.00012 

4.1 0.3 1.5 5 

0.9153 0.02517 0.00454 
6.3 4.4 

1.8 

3.2 3.3 10 

28.5 0.5287 0.03311 
0.03071 

3.2 
10.7 

1，9 6・515 

27.0 0.4996 0.03876 
0.06382 

2.1 13.9 
1.9 8.4 20 

24.7 0.4971 0.08565 0.10258 
32 16.0 ]0.3 25 

25.8 0.5218 0.18823 19.2 

2.2 

12.5 30 

22.3 0.7897 

0.04904 

0.23727 

1.8 

21.0 

1.4 

13.9 

04845 

0.02764 

0.26487 22.4 13.9 

34 

(，34) 

木

年 オチ
J 

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な

p

組
問
叩

体積
生長率
% 

胸高形教一
の
量

一
関
長

3

一年

f

m
一

5
生

収
)

糊
一
則

一
川
町

CIl1 

5年間の
生長量

直1{l~生長

*.1&， '1:.長量

準

高さ αコ生長 m 

---..... _.. 5年聞の1

組生長量 生長就

標

必、
l' 

0.00150 0.00033 

1;3 

10 5 

27.8 
0.00566 

0.01454 

0.00183 
3.6 

1.1 

2.5 2.1 10 

29.5 0.6593 0.00573 
3.6 4.9 4.6 15 

22.0 0.4789 0.02061 8.5 

3，1 

7.7 20 

14.8 

13.1 

16.2 

0.5354 

0.02359 

0.04306 0.04316 

2.3 

2，9 10.8 

1.1 

2.7 8.8 25 

ハUQ
d
 

4
a
A
 

V
凡
リハV

oo 
po 

q
A
 

no 
n
U
 

A
り

0.08797 13.7 11.5 30 

0.508l 

一

0.11620 

0.13850 

1.5 

17.3 

1.1 

12.6 3生

ヒ34)



-28.-. 

矛F
J 

生
長
率
式
は
同
一
白
も
の
対
り

備
体積
生長率

拓

フド

年 体積生長直径生長 Clll 

5年間の
総生長赴

生長長

勢

高さの生長 111 

5年11日の
主主長最

劣

胸高7醇数5年間の
生長 :H~-:

帯主'1:.長公綿、生長量A、
H 

0.00367 
0.00015 3.60 ' 0.20 

3.3 1.3 
戸
<J 

36.9 0.7367 0.0ω40 
0.00382 

2.80 3.80 
2.2 

1.6 

4.6 10 

22β 0.5686 ¥0.00831 0.01322 1.56 6.60 6.8 15 

10.4 0.5139 0.00962 
0.02253 

0.86 8.16 1.2 8.4 

9.6 

20 

7.0 0.524工0.03215 9.02 25 

4.8 0.5035 

0.00879 

0.04094 

0.68 

9.70 

1.3 

10.9 30 

0.4828 0.04825 10.80 10.9 (30) 

わ小説

年
考

生
長
率
式
は
同
一
の
志
の
な
り

備
体積
生長率
拡

胸高形数

23林班:

直径生長 CUl 体積生長
、)一一一一一一一一-:---_ ~ 

総生長量 ら弔問の 炉Fit長官、 5年間の
生 長 量 : ・ L 且:長最:

木

高さ回生長 m 
f〆-一一一同一一一一ー一一一一~、一一一一一一一一一一一ー一一~ー

5年聞の
純、生長量

生長量

勢イ憂

令

0.01097 
0.00059 

n
U
 

F
O
 

0.8 
2.78 

16.20 円
d 

k 

36.1 0，6869 
0.04206 

0.01156 
5.8 

6.8 
3.80 

4.40 10 

25.8 0.5244 
0.05021 

0.05362 
3.0 

12.6 
2.60 

8.20 15 

12.7 0.5031 0.04982 0.10383 
2.0 

15.6 
2.80 10.80 20 

7.7 0.4B43 0.09167 
0.15365 

2.8 
17.6 

0.70 
13、6025 

9.1 0.5241 0.24!ラ0020.4 14.30 

~ ，.) 

"'_，←一~、0.4712 

0.07448 

0.31948 

2.2 

22.6 

2.60 

16.90 34 

0.4897 

標
/" 

0.04258 

0.36206 

1.0 

23.6 

木準

ぐ34)
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東
J 

生
長
率
式
は
同
一
む
も
の
な
り

備
体積
生長率

% 
胸高形教

3 

5年間の
'1ミ長量

体積I:t.長CI泣

5弔問 (l)

生長量

商問生長高さの生長 m 

5年間c9
生長量

純生長量

年

糟'1'..長ft組生長引ρ、
p 

35.5 

。β0160.0001 
2.0 1.3 5 

0.870 0.0047 0.0017 
2.8 

3.0 
ヲ.2

円
A
・
民
リ
・

3

、5

10 

32.2 0.664 0.0204 
0.0064 

4.0 
5.8 2.8 

15 

24.6 0.642 0.0405 u.0268 

0.0673 

42 
~1.8 

1.5 8.3 20 

17.2 0.667 14.0 9.8 25 

13.1 0.628 

。.0202
立0875

(1.4: 

ユ5.4

(1.4~i 

11.2 27 

0.638 0.1137 17.4 11.2 (27) 

考

生
長
率
式
は
同
一
の
も
の
な
り

捕
体積
生長率
% 

一の門川口一

ー
一
棚
長

長
~

生一直
一
向

木

高さの生長 111 

5 i平間の
生長 ~Ji~:

勢劣

年

胸高形数
総生長量令

0.0013 0.0002 
2.14 0.70 5 

30.6 1.3636 0.0038 
。催。015

2.4 '2.2 1.78 
1 

1.21 

2.89 10 

22.4 0.6708 0.008'1 
。院0053

2.6 4.6 4.62 15 

17.2 0.5708 0.0163 0.0133 .， 
ム‘'-'

72 1.91 5.-83 20 . 

15.2 0.5543 

0.5528 

0.02拐9.4 7.74 25 

9.1 

0.(1175 

10.0471 ユユ刀

1.23 

8.97 29 

2.3 0.5000 

0.0058 

0.0529 

0.8 

11.8 8.97 (29) 

との結果から見ると韓積生長は標準木でお-:30年が lnHX とたむ :31与以降は生長低下の傾向に見られる。優勢木では30~35年迄生長室は凶lXの傾

向が見られるものがあるが総じて30年以降の開積生長量はInaxの時が過ぎ0¥あるものと認められるぜ ザ

角本測定で伐根材積は地表部直径を測定し根元直径を求め地去と30Cm の l員l伎と直線で結んだ、平行線の方法で根株音I~の材桔を算H~ L'k c とれは

勿論IE1i告のものとの誤差が太いが概教を失J1る程度の調査としてとの程度にLたのである。
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三えに林分生長室を算出するf諸問幹析併に上る定日)Fr-均生長室を求め本数を来する法をとって見たc との場介最終年り生長量は調査時期が8月で喝

未だ首年度中の生長があると考へられるので最終年三えより一年前主主のもので算If~して見た虚さたの様になった。されでJt!.l:も林分材積生長に到して

は本教の関係、が重要でwある事が認められるo最大lhl1常り 2・73m
3

最小 0・27m
8

となり平均して 1m
3
程度の生長主を日ド保持して居ると認めら

れた。とれは日本の針葉樹平均の生長室~L~封し非常に少いものとなるの似し2;3年-[30年の生長室:は約 2.5m3 と Jよられる司

(6J 胸高係数

樹幹析解に用いた優勢木と標準木とにクいて)Jí~!.l正:j係数を見すと優勢木の方が/l(ljJ r'f:j係数が小さくなって回る。とれは成育の良\/1木程的役オくになっ

て居る傾向を示して居るものと埠へられ、今少し立木本散を多く残存さぜi!:fi殺木の傾向をなくすZ31.が必要と認められる。

23林斑 ゐ小班 定期平均生長長

勢〈直

優|樹高 III

材
木

D~ Cln 

積 m3

高 rl1

1(l~ cm 

f .. 't m
3 

高 nl

、E
A

V
A
 

C
 

一任

積 1113

5 年 10 年 15 年 20 年 25 年
り
の
数

官
在

M
現
本

最近一ヶ年の林分
生長長

0.18 0.94 0.58 0.36 

30 年 (32)年

0.30 

0.59 

0.50 0.56 

1.12 0.82 0.78 0.78 

0.03180 

(31) 
0.40 

0.52 

0.00350 

(31) 
0.20 

l.12nよ3

0.00004 0.00224 0.00892 0.01290 0.01820 0.02680 

64.1 

0.18 

0.00061 

0.22 0.70 0.60' 0.46 0.40 0.46 

0.98 0.64 0.64 0.52 

0.00006 0.00232 0.00660 0.00886 0.01420 0.01708 

0.30 0.52 0.36 0.34 0.22 0.28 

0.08 0.90 0.68 0~30 0.26 、 0.22

0.00008 0.00118 0.00282 0.00266 0.00288 0.OQ378 
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20*本:lJE よ121ト]JE ピ

5 !tfミ 10 年 15 年 20 !ifミ 25 年 30 年 (33 (rp) 最近一ヶ年の林分
生 長 最ー

優 l 樹 高 rn 0.20 0.54 0.62 0.60 0.50、 0.48 0.40 

勢 i在 n Clll 1.42 0.96 0.60 0.72 0.64 

木;村 積 0.00008 0.00112 0.00708 0.01212 0.01488 0.02238 0.02530 

f;J~ !樹
高 111 O.lQ 0.60 ー0.60 0.42 0.38 0.28 

('31i 
0.10 

i争直 li~ CIll 0.86 0.42 0.44 0.24 0.16 

木 [ *1 積 IH3 0.00002 0.00064 0.00258 0.00338 0.004.-66 0.00406 0.00147 542 O.訂

g; 按J 戸J fIl 0.12 0.58 0.40 0.20 0〈.2258〉

勢 [fg_ 作 cm 0.64 0.54 0.34 

木 iH・ 積
3 

0.00002 0.00026 0.00132 0.00196 0.00220 

常持

20林班 わノト]1T:

5 年 10 年 主5 年 20 年 25 .!ilミ 30 年 (34 年〉 最生近一ヶ年の林分
長量

優 l倒
高 m 0.28 0.80 0.48 0.72 0.4D Q.46 0，45 

勢、直 f}~ crn 0.06 1.20 1.02 1.22 0.90 0.92 0.57 

木 j 材 積 nlra》 0.00020 0.00238 0.00634 0.01626 0.02286 0，03382 0，03246 
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槙
樟f 品川 0.12 0.58 0.50 0.42 。‘38 。‘34

準 直 僅 Ctll 1.08 0.72 0.42 0.26 0.28 

右t III3 
h 

木
i 材 0.00006 0.00100 0.00294 0.00766 0.00662 。‘00676 。也00734 (>6告 1.23Jμ3 

劣 i樹 高 111 0.12 0.28 0.76 0.46 0.36 0.36 Oぞ，3240〉

勢!直 1:・ 1~' cm 0.84 0.52 0.30 0.18 0.20 

木 i材 積 III3 0.00002 0.00020 0.00124 0.00248 ，0.00280 O.仰302 。‘00269

23林斑 つ小班

5 q:. 10 年 15 年 20 年 25 :ij三 30 !'p ~36 年〉 立最近一ヶ年の林分
士三 貴

高 111 0.30 0.36 0.64 0.38 0.38 0.44 0.48 

符 mu 0.06 0.82 1.26 0.64 0.42 0.64 0.48 

木 l材 積出3 0.00002 0.00090 0.00520 0.01228 0.01088 0.OO4fJ2 0.02544 

高田 0.20 0.22 0.50 0.62 0.32 0.54 

準直 梶山口 0.72 0.72 0.46 0.58 0.39 

木 1 ~1 積 III3 0.00113 0.00296 0.00472 0.00861 む.00690 528 1.21lH
3 

劣 l樹 Iロ') 1n 0.26 0.66 0.24 0.54 0.22 0〈.2259〉

控 Cln 0.04 0.72 0.56 0.312 0.172 0.14 

木 材 積 1113 0.00002 0.00064 0.00200、 0.00186 0.00194 0.00148 
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勢 直

木 材

t 

勢 直

木 材

4 
6 

23林111 わノト班

5 年 10 ¥年 15 年

高Il'1 0.32' 0.56 0.76 

f三 cm 0.16 1.20 1.16 

ftt Il'~3 0.00005 0.00178 0.00791 

0.26 0.40 0.44 

ヂ:g Cよ凶 0.56 

j債 U13 0.00002 0.00038 0.00150 

点iJ Ul 0.14 0.43 0.36 

q'if. cm. " 0.4δ 

績 0.00∞3 '0.00041 ¥. 0.00103 

¥結

20 年 25 年 30 年

0.52 . 0.56 0.14 

0.60 0.40 0.56 

。。ω54 0.00991 0.01.744‘ 

0.56 0.30 
(25) 
0.1的

0.80 0.84 I 0.80 

/ 

0.00610 。暗01214. 0.01937 

0.24 0.38 
(28) 
0.30 

0.52 0.44 0.40 

0.00127 0.00309 0.00456 

(33 年〉

0.50 

0.63 

0.02277 

1‘ー
!ι 

句、

ヶ年の体分
長量

680 2.73m3 ( 

研
匂
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/ 

{前述Lfiと様に本部分林は大正三年一七年に植栽されi昭和四年一八年の問忙大樫第一回め間伐を賓施し現在忙到。て居るものであるが、蛍時の吾

闘に於げる間伐思想、を反影してが、やはり現在の 1ha雷り残存本教が少く草木形質から見て柏殺木が出来セ居る事が明かである。束京営林局高

機松尾氏によれば吾園カラマツ林の間伐は大正初期頃から各地で賀行?と移り第一国間伐として本数2割程度に行仏、ヲデくて・間伐全盛の大五十年頃に

は二、三国間伐でも本数率50%，に及ぶ著しい高率に貴行せられた。とれは常時事ら{匝i樹の生長室t乙重黙を置いた結果で其の篤25-26年生出の牧入

間伐に入る時には 1ha嘗り 800本イ立の成立本数とt'J:0た c此結果草木材積が可なり多いが樹形から見て枝依過多梢殺木となり、材稜に比し利用率

tま
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ィpきものとなり、現在では不良材と認められる形?になって居る 0 長野勝地方閥有浩林地の林齢別j生育現況の一例を_%ると弐の様・5ある。
、、

‘ ょせ1 位 上
、脅

zp. 均 1 'ha 宮り
一 一 、 ー~一一一ー一一一ーー~

体令 替林署 林 小 班 :
fl'f 径 樹 高 本 数

材 III3積
CIll 111 本

10 松 本 坂北 4 12 12 . 960 135 

20 飯 間 大鹿品、 14 13 1280 137 

23 回 73 ろ 18 18 890 154 

32， 草 手書 54 U、 22 80 440 155 
¥ 

34 思府間 1035ぃ 28 23 330 243 

40 同 1021ぃ 28 22 350 260 

45 大 町 87 、U、 34 28 ¥ 160 215 

よ也 位 中

平 均 1 ha 賞り

林令 管林署 梓川、班
一~一一一一一一一~、¥ 」一一一一一¥一

藍 f主 掛 高
本 本 教 材積 i

cm III 
3 

17 臼 間 大日向 2ぃ 12 10 142-5 90 

19 上 間 2 lま 14 12 1200 91 

24 同 i 62 16 12 810 87 

31 長 野 2 16 13 950 159 

33 上 回 40 o 24 15. 508 144 

38 同 27 と 24 16 410 165 

47 岩村岡 1046ぃ 26 22 370 241 

50 同 ! 1069わ 30 24 290 252 
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夜間山麓強度間伐ぜt:の草木生長は棋準木!l何高直径3o.cm、樹高24m，材積o..823ns、己主二崎博士牧穫表地位r:f-t50年生の標準木は直径 25・5cm

l 樹高23.6ru、材校 0・一本首り 36%増の材積をもつが本教は1~)fく 32%で 290.:90.0.本総蓄積とし寺111な博士算定の [16.3%を保持するに過ぎないよ
l 

252 : 540m3となる。御料林では柏弱皮の間伐を資施して居た様で‘ある o 間伐遅迭と生長関係I亡。いて寺11舟博士が行。た結果からも間伐の早

遮開始と刷、:分生長には大差たく、寧ろ32年以降は本数多く維持する遅匝の方は生育;Hい劣るも級生長量多い様、である。

以上空号するに間伐は残存木の生長増加及形質の向上の目的で行ふべきで経擁的にJZても低級材債格は高級材偵格に比し草慣もゴ~:1出亡劣るととを

考へても形質向上の安来をl考へた間伐を定施せね、ばならね事が今回の調査結果からも明かに示されて居る。今月，ì!G~t誠技師iの諸因子Jを基礎にしたカ

ラマツlha.営り泊五成立本II設を見ると弐の如くである。

林令 15 年 20 年 25 年 30 年 35 年 40 年 50 年 60 年

地位上 1800本、 1300本 950本 800本 650;4三 600本 500本 450lj三

地位Iド 2200本 1600本 1300本 1050本 900本 800本 650本 600本

地位下， 2100本 2000本 1600本 1400本 1200本 1050本 900~三 800本

となり本調査結果地伏は大部分下と考へ?亡も良いので少くも10.0.0.本の残存木がほしいのであるが、大体現在本数 60.0.本程皮で明度間伐の跡がf!J1か

である。倫蛍初植栽本教を見ると11判官T1539木千均になり前生!請があ0たと見ても少し新植木教が少なj品た離がする。との前生樹は現在殆んど

残存ぜ宇大王初期営時の全両的えた態は現在では察知する事は困難であるが、主きする?と最初れら比較的疎林として生育した僑梢殺木となる傾向が特

に多かったとも考へられる。

樹高成長は地位判定の重要な悶子とも見られるが優勢木で'-16町内外で地位子と認められる

材)分材積成長呈:の軍定には最終年の年輸は調査時期が夏季であった魚除外し、前年秋迄倒子長室:を仮想標準木で求め1ha蛍P投事木?設を乗じ求め

て見たが最高2・7m
3

')J¥'ら最低 0・27m
6

が最近の材分生長量となったo

以上生長量開係、調査の結論から見て岳麓カラマツ林の現況は既に材積生長は低下し始めて居り
4

既往の取扱からあまり優良な結果とは云U寸与な

い@実;の外に~1'f悲林地に殺生し勝の病虫害が認められ、現在カイメン茸による心材部の被害が最も甚だ、しく特例木は殆んどと拡に原因するもの

であり、根宮わから棋;株だけ践して倒れて居り、 回板調査木として伐採した立木中にも地上7o.cm程度迄既に腐朽して居たのが認められた。 縛倒

木木数は標高の低い所程多し高い所に行くに従。て減少して居る傾向が見られたが、 とれはカイメン茸生育・民泊する環境因子の関係と見られ

1200ω附近で一ha嘗り 60.-70.木、 1300mで50.本、 14りO凶で35本の被害轄倒木があり附近立木もとの被害をうけて居る事が認められ売。
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也、

向カイメ Y茸の被害は丘麓カラマツ林全般に豆り又:宇部分林附;庄の小豆村村千刊本カラマツ林で枯死したものを認め調査した庭、届カラマツ

キクイ由、の被害を古書見したが該地区民主すしては一躍枯死した林木を伐採させ剥皮して成虫を焼却させ嘉延を防止させた。 出し他にもとの虫宥を

受けた所もあるのを認めカイメン茸被a害防止と共比一荷造林におし今後樹種の混濁によ P防止する事が必要と忠ふ。

向出掛として山中東大?員制本のカラマツ林比討し標準地 100OJで調査された結果をあげると、 30，{1:..生で

一 一一
直径 樹高 本数

14 m .9.50 cm 2 

15 ' 10.20 6 

17 11.50 Z 

18 12.00 hりd 

19 12.40 2 

20 12.60 8 

21 12.80 4 

22 13.00 6 

23 13.00 4 

24 13.10 4 

25 13.10 Aりd 

26 13.40 2 

28 13.50 fz 

樹高生長が悪く柏、殺木である事はと Lにも見られ岳麓の造林地に封し赤松、カラマツの一斉林を再び繰越さす!高域的K針j間隔樹極左混じ最近特に

被害のいちぢる Lぐたりた蒜松、コキクイ虫及l室。ぼてコ被害が見られ11¥したキイロコキクイ虫の被害防止と共l亡カラマツ林の病虫害と認められる

カラマツキクイ虫及ヵィメ y茸等を扮防1肘ヒげする碕耳事主を品品〈咋ミ本数蜘K削附{伴恥E竿わドUよ
-_ 4 /'_-''--一、--一- -一_-'-、」一、一)一、~，/"-一\ゾ一--、一~_一_'、一J戸~、V~、-'_-'-γγ 〉γ 一一一一γ~-一ザ- --一，〆_--，，_---/'~叩一
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